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⑵「問題の整理表」の説明  

 「問題の整理表」の内容を簡単に説明しよう。  

ア 「ＡＩ時代」とは  

「ＡＩ時代の弁護士業務」の「ＡＩ時代」とは，「テクノロジー・インターネッ

トの進展」の中で，「①その影響力が国家にも優るともいわれる「ＧＡＦＡＭＢＡ

Ｔ」等が独占的に提供するプラットフォーム」を利用する「②ＰＣ・ＩＴ・ＡＩ等

によるデジタル化（Digitization ないし Digitalization）」が飛躍的に発展した結果，

現在から近未来にかけての「③ビジネス（商品やサービス）と公共サービス」が

「④ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）」によって激変し，「⑥世界

（人と情報・自然・人工物の動的関係）も大きく変容する」ことが予想され，かつ

その重要な部分を支える技術が「弱いＡＩ」である時代ととらえることができよ

う。  

この部分については，後記参考文献に譲り逐一検討はしないが，議論を混乱させ

ないために，出発点として「弱いＡＩとＡＧＩ」を理解することが必要と思われる

ので，それについてⅠ項「デジタル私史と弱いＡＩ・ＡＧＩ」で検討する。  

イ 「弁護士業務」とは  

ＡＩ時代における「⑤弁護士業務」の問題は，ビジネスの一分野である弁護士業

務全体の「④ＤＸ」の問題であると同時に，「⑤弁護士業務」固有の，「ⅰ性質：

プロフェッショナル，ⅱ対象：法と裁判，ⅲ核心部分：法と事実の提出，論証と起

案」のデジタル化の問題と位置付けることができよう（Ⅱ項「弱いＡＩが切り拓く

弁護士業務の近未来」で詳述する。）。  

ウ 「ＡＩ法」とは  

これとは別に，ＡＩ時代は，「法とルール」による対応を迫られる様々な「ＡＩ

法」の問題を惹起し，これが弁護士業務の対象となるが，これは他の論稿と重なる

と思われるので，Ⅲ項「弁護士業務の対象としての「ＡＩ時代の法」」で簡単に検

討するに止める。  
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① ＧＡＦＡＭＢＡＴ（プラットフォーム）  

② デジタル化（ＰＣ・ＩＴ・ＡＩ）  

ⅲ 核心部分：  

  法と事実の提出  

  論証と起案  

ⅱ 対象：法と裁判  
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